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抄xa,電 子 衝 撃 に よ る メ タ 冫分 子 の
解 離 及 び電 離
L.G.Smith,Phyt.6'tv.,51,2U3^一3%u(1937).
Qgr,Ta[qSmi熾,Vaaghao及びBleakneyが
珊 ひ た.と同椴 の装 置 を用 ひ て1次 の鮪 果 を響 た。





























































































































瀧 の雛 を雄 ナ.るた.鵜cと 畑 の1{碗
能 な結 合 の駅 懇Qエ ネル ギ ー をCfTaを零 と しr,
今 迄.0)最良 のd註taよn,CII2十lL,3.7ギル ト,
C【{3+H4ふ ボ ル トC+2i・126・2ボル.ト.・CH+H
十正{せ7ユボ 丿レト・CFA十?H8◆1ボル ト,C.←2Hナ
Fhissueルト..CH十3H1]:8譜ごル ト.C十art.isa:
ボ ル トと して,こtし に廻 程 巾.に虫 デrミ:き短 離#:a
ギ ー1,解 離 』 ネ ルギ ーb,竃 子 蔑 和 力Eを 計 算.
して 加 へ,か く して得 た る最 少計 算 エ ネル ギー を觀
測 値 と一 致 ず る.1:'d$F3fGPkSi:した・.この言卜算 中 に「
於 てII+の 高 い方 の外 見 電 砥CtC一 の外 見電 壓.
か ら,各 々の獨 立 に三 つ めCIIa分 子 の庫 子 へ あ触
離 エ ネ ル ギー の 上 阻 が決 定せ.ら;L.そ.ミLより¢.め昇.
購 熱(ダ イt{ン ドの飜瓔 に あ る原 子力・.らm歌壟4》.
瞭 子 よ りな るガ スに迄Cを 變 ず るた めに,」 瓦分
子 のCが 吸 牧 ナ る 品#w#一)L(¢)の 三 っ.の..E、
限 オ皇決 定 さオした 即 ちL〔C)G.a,itos;L(C).65:7
±0.1.L(C)66.OtO.9ボル トで あa:こ の値 陰最 .
近COの 解 離 前 敷 果 に よ る..a,i,か.ら1定め られ,.た.L
(C)=1.68士0.5Kcal,123こ6士0.5Kcal.又は10%:4
土0.5Kc日1中の168.8Kca卑には 一 致 せ ぬ が:23.8
Kwl..とは よ く一 致 す る・ 又.CIIYC耳㍗CH.の 竃
離 電 歴 の 上 隅 ボ1(Cth)L.9・9ボル ト1(C旺9).L
12。0ボル ト1(CH〕 ≦11.7.又は ユG.ポ ルFと し
て決 定 せ らnた ・.
又 豪 よ9しT,イ オ ン野 隼ず る迯 程 中 多 く起 る7り
は,母 分 子 が 崗 來aだ け 多.くの蔀 分 に 分 れ る過 殘 で
あ るこ と が し ら.aた.表 に於 て(5)(8)(21)(2d)㊧
過 程 力{(6》(9ウ(22).(25}より も多 く お こ る・rr,
の電 子 街 撃 に よ る生 成 噛 め働 起 邏齢 の全 墨 ネルギ 宀
.は
,二 三 の例(CH2-H3等〉を除 く.外は.騨 ル トを.超




2,,近 赤9Er_i於け る臭 棄 の 吸 收禦
0・1)arhyshirc,Pror.K%'.Sot:〔A〕,
15993一109(1937).
Br.,.の吸敦 帶 に 關 すLKuAn及Nakami町a供
に1926):の研 究に次 いでBrown[絢 臨 刃初L,聞,
1179.(193ユ).;.39,.777(1932)]は領 域.za5耳ぴ)
騎90蓋 及6鎚 一750諮 に於 て夫k.3n .←1Σガ
及3nl聴 ← 亅.=mss+ρ二帶 系 を.見出 した.・之 を假 りに
主 帯 系 及趣 赤霤 系 と.去ふ.前 者 の勵 起 耽態 は 臭 素原
子3P%澱.?P;,に 分 解 し,.後者 り ゆ 起 駿態 は2個
共 に'1'95:.に分 解 ナ..る,著者 は 上 の研 究 を赤 外 領壊
邸00△ 輝 長 して貌 い吸 囎 殫 嘩 行 つ た・
吸 牧 贋 の長 さは47〔km,.側管 中 に 臭素 を入#Lの
温 度 を..18"一一'r5。C.1辷保 ち で管 中の 蒸 氣壓 を加 減 す
る・ 吸 巧寒普 ρ 濃度 健常 温 よ.り400ｰC・迄 艇 へ,.その
悶 に50。 毎 に源影 す る.$'i$liFTイル7オ ー ド赤 外
乾 板:をア.L.呂.アに て櫓 惑 して 用ふ ・
奨.の納 果g極 赤 帶 系 に 窺 てはBromoの 測 定値
d'=1一51に次 で,評=5,6,7,8た 屬 す る新 吸 牧帶
を測 定 し得 た・ ホ 縣 に郭 て ほBr。w・の ・"=o.s
に次 で,v"=5一一14.:迄を新 し く測定 し得 た が そ の閥
'歌 騒 ・"冨畩7廠 歸(肺6bo-7100.Aの
周)は,.拯 赤 婚 系 り」 部 と重 複.しAつ て傘 然 觀 測 し
待 な か つ.た.捶赤椿 系 の 巾.あ三 帶 に就 て 同位 元 素 敷
果 を卸 定.し,之 よ サこ.の帶 系 の 》 の 値 を定 め る事
溶 田來:た.そanBrowbが 暫定 的 に設 けた.Yノ の




























39:2%ウ重7k蒸氣 巾 の 放電 に よ り,OD分 子 の童
光 スペ.ク.トル をL:1分茸 器 にて 搬影 し(分 散 度,z









































騒 分 子 系 に 禁 け るSfi14ギー 蓬移
H,(篳・5hi・・卿,f.Che〃・%脇1
5,54-69(ins).
三 原子 が一 直 線.Lにあ.る時反 應 の起 る.確率 が最 大
で あ る.そ り際 根本 闘 題 は.=tル ギ ー遷 移 に て,二
飼 の 庫子 が相 離nる 前 忙 相 對 的 飛行 エ ネル ギ ーの 一
部 を 第 三 鬢豊.``.thirdtioay'Piこよ.リタ…壽・確 寧 を=洗定
ナ.る.事に あ る..勿詮 こtしは 斌子 白膕 象 に て,攝 勁 論
を用 ひ 一ζ解か ル と レた研 究 が 二 三 あ るカ{常に 數學 的
困難 に 幽 逢つ た・ 力場."potentialGeldの温子 的
拙 宜 を表 はす に 工 事ル ギ ー 曲面 を 用ひ,嫉 の 邂動 の:
決 定 に は 古典 力學 を用Uる 方 法 は 欝 問魎 た あ.る解 答
を異 へ る と思 は れ る・
No.3 抄
・今,圏 め 如 き簡單 な
1ト 緬(螢 轍 齢 彎.
_曲 部 は0をr「1、L.と す
Fρ圏ら
る圓 周 の一 部).を考 へ
て見 る・ 質.點``mass.
→ 号 脚h1し'「は 高 原 よ り谷
に.入つ て も聾 面部 に入 らな けれ ば再 び 高 原 上 に戻.さ
.#Lる.何 と.な1しぽ谷 に亭 行 及 び 直 角 の方 向 め 周 め エ
ネル ギ ー邏 移 が 蔵 ら獄 い か ら・ 轡 曲部 に 入aしぱ次.の
如 く.邏移a起 り,質點 は谷 に止 る・邸 ち豆 個 の 原子 に
よ り二 原子 分 子 が 生威 さオレる.彎 曲部 で は 角 遲動 量
M=NrB;(Nは不 均 質鍛,fは 中 心0よ:り.の 蹲 離1
eは角翻1)ボ ・・reserve湘レる、 從 つ て 質 點 がE
よ り.入り.Fよnn十 る と し,牛 徑 にili.角帥 ち谷 にfi
行 な 方 向 の ユ ネ ルギ ー 蝋M2'2μド を 考 へ れば,
M=f2par""一M=(?pre">o.(…r・〉 町)に て,ζ の叢
だ け エ ネル ギ.一は底 に 直 角 な方 向 よ り亭 行 な方 向.へ
墨 移 す るので,質 思爵は 谷 に止n得 る・哉 に安 定 な二
原 子分 子 がrumる爲 に は,Diとr.が 大 で,.rrが小
で あ.醒しば よい.f苛,彎 曲度 の大 な る程,r嬉 とreの
差 が大 な る.確率 は崎 す故,亀 ネル ギ ー蓬 移 傘 は 大 で
あ る・ これ は 力場 が 第 三髄 に よP蓬 亂 され る度 合 で
あ る。 更に 質 鮎 は 必ず し.も彎 曲部 を通 過 す る.必要 は
な い ポ テ ソ.シヤ ル障 壁 で 跳 返 へ きれ る場 合 で も.邏移
は 起 り得 る・ 何 とな 劃 ぼ,再 び谷 の 卓線 部 に戻 る貼
は 入 つ た黜 と.異な る..こ.れは 二 原 子分 子 と不 活性 ガ
ス原 子.との.作那 の如 く,谷 り靖 に丘 の.ある場6で あ
る.」依 項 の圖 參羆)
エ.ネルギ ー 邏 移 率 一"爛ctMりP"は 等 高線 の
κ㎝ 胛attire"の變 化 ゐ 翻 合 で 豪 は さ れ る 事 を蓮 ぺ
た.瞽 響 分 散 の實 驗 鮪 果 よ リ得 ら れ た ニ ネ ル ギー.逕
移 寧.と反 慮 蓮 度測 定 の 結 果 よ リ得 らオしたそ れ,.のP7に
は 蝉 に差 が あ り,後 者`揃 者 に 比 べ非 常 に六 で あ
る.前 者 の 賓 驗 は低i9なjLば質點 は谷 の.底を動 くに
反 し,後 者 で は 分子 は 勵 起 きれ て ゐ る爲 谷b兩 側 に
振 動 しなが ら動 く,從 つ て蓬 移 の起 る曲 両 の部 分 を
比 較 ナ る と解 る・.樹,.この事 は動 力墨 的 術 語 を用 か
nば1エ ネル ギ ー蓬 移 の処 る時 の分 子 め重 心 の距 離
にrrいて言 へ ば 　oo口isiondiameter"が異 な るめ
で あ.り,粒子 の幾fly的 醗 に付 い て鴛 へ ば"・ ヒ・・i・..
(acter."が異 な る の で あ る.即,``transition.
probal⊃nity"が異 な る.ので あ る・
















Chnu,Phps_4,Q11マー 本 諺 」0β06抄蜘,;て 種 ダ
h第 三 膿.(X)の.存在 に 於 けaン}ロ ゲ..シ原.子(A)
の主重衝突A+A+文 一・A・+xによる再船 讖 …
d[A


























.SI・in・は・例噸 灘 叩 ・鴪 再齢 は1・分
子の正規歌態.1Σ.の曲線1.こiuつてのみ起.ると蓮べて.
i
Ja3.從 つ て ・ta[i・t…・alfacto・ｫ11iと.な.う・σ原子
り覧 規 朕 態ｰP45の 統 計 學 的重 債 は.4な.れば;ご 原
.子にて4";iΣ の ぞ1.しは ユ)し か し他 り1n
,?n...
妝 態 の.曲線 に 沿 っ.て.も同 樣 に 起.リ.得.ると 考 へ れば
J
isと な る・f町,第三 畳豊の擾 亂 影 饗 を考 へ.ると・.3n,
や 反 撥 鑢 嚇 線 に 港 つ て 起 らな い.とも限 ら 塗 い
C,の大{Lb事 よ リナaば,Sttiuecの.統計學 的制限
は弛 め ねliならぬ ・
三 重 衝突 に はmoo,～.二つ り場 合 が 考 へ らわ ひ
㈲ 二 個 のA原 子 岡 の 衝 突 が先 に 起 る・ 叫 〔忍 ÷
Aり 十X.こ の時 り衝 突 數 はZ仏 母¥舞 触AτムAZAX.
.(b)〔A!
十X〕 十A". .Zし∴】く,A=ゴzムさ【TiS2AA..ヨ峯にi
Zan(Z脚 騨 雌 税 單 位 噛ll・ρ 母A(A÷X) .
ρ全 衝 突 致zrp(gee)は.一咽.のAに.付 て の街 突
數,及 び=ム▲(=ex)は街突 期 間,従 つ でzeAwee
(砿XτAX)は單 位 時 間 に一 偲 りAが 他hム(x).と
街 突 昧 聾 に 於 て 見 邸 され う礪 率 を示 .;:X.が異 なri.
ば(の で は.ZムXオ ζ異 り,(b).では.z;y≒ムsが 異::
.る・ よ.り大 な る分 子 牛 徑 は.よ.り小 な る.分子速 度r.、a





街剰 こて再紹合ρ砥戦 βと熱 属c・ 旨8ゾτ
=eAX・・"・・A!.誌
。.函 ・畑 ・・6　一
三苧 … 　 、}畿(fU・ 一・・^a・・+・副
な リ・ とれ に實 験 よ り得 たCI,5》子 直 聟1に劉 ナ るり
SinthgFl4ndlscorrectiepよ.り計卜算.し た.(2τAA十.TAX)
及 び 氈 知 め 値 を入 れ β.を.出して 見8・(1)X=N望,
0,・C馬C・t一吟 嘔 各or"fftt・再齢 瀧 る・
】
〔2)x;1-lgA,'H・一 少 しPt少すetC・iArβ〉赫 で
あ る.(3)XFCelT,;一P>】.この場 合 は.他の 機 構
ボ 入 お.らしい.
晋 奪 分 取 の貴 転 轅 果 よ りす れば,街 突 に よ る搬 動
索 子 φ勵 起 の確 寧は10-2}10-4であ 占。 然 し共 略
螢光た對する街耄処の擘彡鱒りrrvatVUSよりすtLt・t・本
賞 驗 の再 結 合 の場 合o如 く,殆 ん ど1で あ る.こ れ
Iteei二高.き振 動 量 子 を有 す る分 子 の 衙 突 に於 ては 振
動 と.飛行 .との ヱ ネル ギ.一邏 移 は 容 易 で.ある事 を意 畩
す.こ φ 畢 動 は ボ.テン.γ.ヤル 曲面 亅.こよ りょ ζ説 轡亅さ
毒しる・ 蓬 移 の敷 尋{は等 高 練 の"asヲmmetrプ'の度
に よ る. 且,そ オしは(1)坐榛 軸 の 角 度,自1AとX
の 質 量 の塊 〔MA自M論60d=NA～M箕;コ。,gooレ(2)



















物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.3(1937)
鋒 Vol._XI
著者が既に水蒸氣の放電にょ.りて生 じたる甚に就い
て研究せる結果 を纏めて報簀 哄 り方法の長短 艢
じて 居 る.・.
水 蒸 氣.の放 電 に よつ て生 じ.たる0ほ 甚が 激 電 停
止 後0・4秒後 に於 て も獪 存 在 し得 る箏 は既 に 報告 せ
る.所で あ る.OH基 の溶 失 機 構 と して次 の 三 つ の反




此 の 式Il盲(1)が最 可能 な る事 を次 の賓 驗 事 貴 ま り推
諭 して71.る..(a)n一濃 度 のonlに 就 き共 の滑 火 述慶
を吸吹 線 の 彊慶 比 較 に よつ て湖 定 せ るに 第 三盈 と し
て加 へ られ た るILO,Hcの 壓 力に此 例is..を卑 た?
之 よ り(3)は不 可能 と して 居 るr(6Jrr_o,り吸 敦 ス
ペ ク トル.を檢.y_}るr:之は放 電 静 止 崑 後'こ於 一CSI二sa;
.認L難 きを知1つた ・ 之 よ り ② は不 可 能 で あ る と し
た.
次 に吸 牧 スペ ク トル法 の 長 所ｫ.」漣 の 如 く,.極徴
量 の 肖由甚 及 自出 原 子 を も確 認 しfiJaals,迅速 反 應
に 感 跚 して 其 の階 段 反 摩 を霏 め 得 る事 等 で あ 雨。eg
し其 の短 所 と して次 の事 等 を畢 げ響 や う・(i)自田 基
が 二 距 子 的,OH,Nl1,C∬,CN等 の 如 き..もの で
勇養けオしは「な.ら瞭・i【nの.如 き三 畴〔子 的 の も挈～r摩あ
つ て其 の 吸 牧 スペ ク トル が末 知 の もので あ.り.,理論
的 に も豫 貫 画 奈 ぬ もの な ろ時 は 此 の方 法 は も早 適 刑
田來 ぬ・σり摩 盛 氣鍾 或 は 生威 體 が 自由蕩 り吸 牧 スペ
ク トル を不 明 に ナ る場 合 には 適 刑 出來 ぬ・(iii上建.の
如 き微 鮒 な る陂 牧 スペ ク トルは分 解能 の 大 な る分 光
器 で撮 らねiまな ら距 。 之 が 鴬 に楕 子 分 光 器 を侠 用 す
る■妻には 其 の 襃 度 を大 に ナ る爲 め 光源 量こ特 別 の注 漏毀
を#/b13ii43なhぬ.乂,反應 器 は 吸吹 管 と.して ρ特
費 を傭 ふ べ き事 等 で あ る.(李)










重 項 で あ.るか ら,斯 る戯 化球 廬 は 多苡 性 に 麓 化.を供
ふ 反 廱 に して,之 は起 りに くい反 顧 と さiして 居 るか
らで あ るる 署 者 は竭 題 の蘇:麾に就 き,難 の 難 犀應 性
X64の盤度 に 於 て爰 需 な.るか を,此 の反 塵 の蓬 鎮 機
構 を明 か1:')'る臼的 を以 て其 の部 分 反 慮.と卑 は レき
もの に就 き測 ぺ て ゐ る.
賞 験 方 法 は 一 つ の瓦 斯 或 は 混 舗 を無極 放 電 に よ
つ て解 離 せ しめ 量其 の生 成牝 を圈體CO.或 は渣 懺
峯 無 で 冷 却 せ るtnpを 翹 して蓬 か に 引 き閃 レ 後
tip内 の生 成殉 を調 べ るりで あ る・dし も氣 栴 反
窟 を充分 に起 さ しめ 標 と思 ふ 噛 ごは 放 電 管 とtip
との 間 に5'の7,ス コ を挿 入 ナ るの で あ る.其 め
壓 力 はos一一a.7mmであ っ て プ ラス2を 薀 遒 す る に
嬰 ナ る時 聞 は 約305ecであ る.
0とu.と の反:螂0及H雪 は仮 壓 に於 て は 氣
楕 に於 て も亦 液径 空氣 のIrap内 に於 て も絶 對k反
感 しない ・ 即 ち0十H,=ILOは 多 重性 に變 化 を洪
ふ 反 廱 な る こ と,又 商 活 性 化 熱 の ため に起 らざ る.が
如 く躓 〇十1戞目OH÷1・【は 高 活 性 化 熱 め ため に 起 ら;
ぬ 襟 で あ.る.'
IIとO.と の 反 感 之 は容 妨に 反 塵 し てtUo
mIIρ3を 生 ず・xし 之 笛 の 生 威 に先 立 ちて或 種 ゆ
氣 相反 應 が行 はtLて層 る事 は 次 項 の 諸 貴 驗 に よ つ て
明 瞭で あ るが・ そhが1.1+o.=ox+0(吸 熱 反 應
一IOKα覧りで は な く恐 ら くH+o.胃IIO,な る もの
で あ ら うと して 屠 る.
巫o・ の 坐 成 反 墜It,.O.は次 の 二 方 法 に よつ て.
多 最 に坐 成 され る.一 つ は.L記H十 〇三 の反 塵 に し
て,他 は 水 蒸 氣 の 無 趣放 電 で あ 己・ 共 に液 彊 空 無 り
tnpを 使 刑 せ ざnctn,o,の 生!&(iｵしく,CO,
Impを 剛 ふ れ ばH.O..は殆 ど生 成 しな い.之 よ り
H霊03は液鐙 箆鼠 のtnpの 聖 に て 生 成.さオしる もめ.
で あ る事 が 解 る・ 然 らばILO.を 生 成 す る活性 物
aft此の 剏反 磁 に於 て 央 々如naる もの で あ.ら.う
か。水 蒸 氣放 電 に於 ては 之 がOHで あ っ て,液 彊 空
氣 のt・叩 壁 に て20lt=x.n.置:よりてit.0,を
生 ず るの で あ り,珪 十 〇.(it,及02の 混 合 瓦 斯 の
放 電 に於 け る 現 象 はfiく此.の場 合 に等.しい)の 場 合
には 」.油の 如 くHO・ 黻 じ,そ のt・ap瑩 内 の 章 .
二 次 り戊 雌1によつ てL;1209を生 デ る もり で あ.る.と
した.・(.h遉り如 き5ヒ性 的 實驗 よ り推 論 して.ゐ.る...以、
下3月1も}
EiO.分子 瀦'は 水 鯊無 奴 電 の揚 合 に は 放 電 菅.
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と ヒr華1⊃問'こ喬'の フ.ラス".を挿 む と 賦雪て騒 の 」ヒだ～
量 は 激 蔵 ナ.るがH鑒 及o.漉 脅 瓦 斯 の楊 合 にぱ之 ぷ
殆 ど不 變 な る事 を認 め.た,之は 前者 の場 舍 には0旺
十 〇x=xo十 〇(器 壁 反 感 と.して 居.る)に よ..り.
H9儀 を生 成 ナ る 活 性 鞠 質.OHがtnpに 逡 しな
い 事 に よ δ もの で あ リ,後 表 の櫓 合 には 少 く と も
305㏄以上 の 李 均 生 命 を有 ナ るH ,o,Q旺 な らざ
る或 穢 の活 性 鞠 質 が放 電 管 よ り田 つ るに.よる もの と.
した.両 して 之 をAfus6a山,Bales,.等に倣 ひ て
.710
.な り と した・ 之 はAg纃 に よ9LFf.及02 .
に 分 解 す ると した.
以 」二の紹 果 か ら水 素 及 駛 紫 間 の,反 塵 に就 き,多
重 性f二鰻墜イヒをfRa.反慮 の難 反 慮性 を強鋤 ナ る二.とは
Yhほ早 計 の 襟 で あ るが,.此の何 向 の現 オ・て ゐ る粗
事 賓 の樣 で あ る・1[及o,間.の 反 戳 は急 速反慮 な
るが 故 に 之 はr,ほ研 究 ナ べ き鹸 地.があ る と し て.ゐ
る・(李) .
2r・BaOの 蕃 發 遭 度
G・Hermann,2・?h)・tik・;Chtm.〔B〕,
35,2s}8～30S.(ヰ937)○
熱 電子 管 の酸 化物 被覆 陰 讎 の蛻 子 放tlmeがそ の恋
臺 とな る軸 金 屬 の種 類 に 依 つ て.著し勢蓮 異 を示 す丞
は 蹲 φ られ て 居 るがrそ の瑚 由 は 未 だ 明瞭 で は な い.
著 者 は この問 題 を考 へ る参 考 と して この麺 の陰極 に
用ひ られ るBaOの 蒸 發 遖 度 が,そ の軸 金 嵩 に 依っ
て 如 河 に影 響 さ劃 るか を糎 察 せ ん と した あで あ δ.
軸 金 属 と してltPI,Au,Nl,Cロの薄 片 を 用 ひ,
この上 に.BaCO3を姐 り熱 分 解 に 依つ てBaOと ナ
る・ 加 熱itW腺 に 侠 つ て聞接 に行 はiL,禽度 眞空
中に熔 封 .した後 一 定 温度 の 下 に一 定時 間 加熱 した後
外 躄 に 蒸 資 津 着 した もの を化 景 的.に定 量 ナ る.ので あ
るし
と の時 試 料 の温 度 り 醐定 は 光 學 的 に な きれ た りで
あ ζが,..その 輻射 係 敷 が不 明 で あ るか ら,そ り値 の
.慶知 で あ るCrtOsを.BaOの 坂 百 に 銚 りう け て之
を群 と して雌 して(岡 ・・k・・e'・hod・,.B・0の幅
射 瞳 と して0・65FP光t:St.して,.。.IS一一〇.30の.
値.を得 た弓 　
そ囃 鮪 鯛 を遖じ・魂 ・唖 ・.÷⇒桐
一 醐 厠 麻 あ る縄 知 ウ た・Otし,帽 爆 館
度9!・m9・ee)であ る'tt・力喝CI…i・i・CI・psy・・h.














以上φ事實から 翠1.を軸 とした蟠合にはPtを 耶














合に犠 諸に傑うて酸{恥 が還元さ置レ硲 であると
解樺さ:和'るカ㍉Pしの如 き金屬を用ひた場合にはそiv







































るものと解浮崗來 ると考へて居 る.(後 藤)




















ベ ン ゼ ン
四 贈 化 炭 粢
石油 ニ ーテ ル

























30.活 性 炭及 び シ リ カの 湯 洞 黙
」.L.Culbertson&LLWioler,J.Ann.Che仞.So`.
闘,aoa.一io(1931).
上 祀 ρ抄 録 に よつ て 活性 淡 準 び シ リカゲ ル ⑳ 見瓣
け の密 匪 は測 定 に 使用 す る液 髏 に よつ て試料 が 灘 払
る.場含 に{3界百 エ ネル ギ ー の箆 化 と密捷 な 関 俸 の あ
る事 が指 揃.され た.界 画 ニ ネル ギ ーの 減 少 に 鹹 潤熱
に よつ て#13さオしる もめ で あ るか ら韻 潤 熱 を測 定 ナ
.オレぱ 此 罠 ρ詮 明 とな る譁 で あ る・
試 料 の 活性 勇謎及 び シ リカ ゲ ルは 密 慶 測 定 の場 合 と
同一 條 件 に て蓬 つ た.ガ ヲス管 中.にシ ール.した試 料
「を
カPリ メ「 ター巾 に て割 リ,浬 度 の 上 列Lは.ベツ ク
マ ン塞 唆}1トで 醗 ん だ.
測 定繕 果 を密 度 の値 と比 較 して掲 げ る と次 の 如 く
で あ る.
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シ リ カ　
滋 潤 熱 密 度
c担・tg・.9・icc・
フk162嘆25
昌 ト ロペ ン ゼ ン14 ,32.23
{こ ン .ゼ ンIL22.1δ
二::竈乾 イヒ 炭 耋韓6ξ72.L)1.
四 鱒 化 炭 素6.3.2・13.
石 油 工 亠 テ ル 主32.12
木 炭一















51..表面 形 成 と蒸 霾 現象 に 鴫 係 あ る























6爲 で あ る.
蓉 者 は(C.Fls}20蒸氣 又 は 空無 中 に於 け る稜 呂 ネ
ル ギー の大 さ を趾 算 し.たが 其 の結果 は次 浅 ρ?如くで
あ る・(!c皿に.,.2×ion個の 分子 欺 のfi一分 子贋 の






紛に勇 し過剰緯轟ネ些ギー.4・5.厨に對 し過剰潜熱...2 、5・
稜禺ネルギー｢》種々.め温度による變化は表面s.ネ
ルギーの關係に全く圃 肇であみ 両 して暦の厚 き.VI
表毎疎燈に對 し稜ρ逕剰工#w#一 を小とする.もの







大》童 と大齣 樣であると傑 ナ醐 が出來る・併
し鯲 物櫞 にては特に鋸 り咄 ‡此啾 工雑 ギ
ー峰 ひ.もなく:.非需に六 となるpL訪・も.N・Cゆ表
面.エ.ネ帝.ギー は水の其れよりは大である.が左程非常









32:・固腿 灘 職=の 纏 量疎 纒
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十分 注 意 して精 製 した るNHa..に就 き正 確 な る測
熱 勲 値 か.ら計 算 しだ 亀 ン.トロ ピr値 は分 光 學 約 薮値
力・ら求 あ た る.もの と蕣 だ よ く一 致 ナ る を兜Lたi両 し
て其 の他 兮熱 力學 的 鍛 値 も他 の研 究者 .ρ位 と甚 だ よ
く一 致 せ る を鮭黜つ た ・宦μちmp・ 及bp..宦x夫々190・36
及23g.6SOK;.融m及 蒸 輩 熱 は1351.s翠bn81
c諏Vmole.であ.る.固 鐙 及 液體NHaO～ 蒸 氣 鱶 謁 定





此.の方 程 式 に罰 し,Bedhelaの歌 壟 力 程式 はNH3
の不 完 全 氣彊 な る事 に 卸 す る補 正を 施 す.に用.ひ..られ
る を知 つた'
固盟 汲 液 魁NEhの 熱 律景 は15。K～bp.た 於 て





























bp・に於 け る氣 胆 の モル.エン ト・ピ ーは 熱 力學 第
三 法 則 の方 法 に ょ り鮒 算.して 軋13を 得 た.両 して
分 光 學 的 數値 よ り計 算 す る時 は44.10を得 て居 る以
」・の 激価 吩 子 ス.ピン;t・b・ ・"一(R1・・24"q・31)
じ
は勘 延 に は 入 れ て な いt
.112N十3i2H:
]FNfl3(L98L1。K).なる屎 庶 に封 す
るLewis及.Rarzdaltの自由 工.ネル ギ ー式 か ら計 算
した エyVbピ ー.値は 同 温 に於 け.ち熱 的鼓 値45.94
の そ れ.と甚 だ よ く一 致.して 居 る脚.一(根 岸)
9
